
４

第
一
項
第
三
号
の
方
法
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
受
信

し
た
時
に
、
当
該
報
告
書
が
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

第
一
項
第
三
号
の
方
法
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
報
告
書
の
提
出
を
行
つ
た
者
は
、
直
ち
に
、
当
該
報
告
書

の
原
本
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
資
料
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
課
徴
金
納
付
命
令
後
の
調
整
）

第
二
百
四
十
九
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
七
十
五
条
の
五
の
五
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
処
分
に

係
る
文
書
に
は
、
変
更
後
の
課
徴
金
の
額
、
変
更
の
理
由
及
び
変
更
後
の
課
徴
金
の
納
付
期
限
を
記
載
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、法
第
七
十
五
条
の
五
の
五
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
処
分
を
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、

当
該
変
更
の
処
分
を
し
た
後
の
法
第
七
十
五
条
の
五
の
二
第
一
項
の
命
令
に
係
る
課
徴
金
の
額
を
超
え
る
額
の

課
徴
金
が
既
に
納
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
超
え
る
額
を
当
該
課
徴
金
を
納
付
し
た
者
に
還

付
す
る
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
）

第
二
百
四
十
九
条
の
五

法
第
七
十
五
条
の
五
の
十
一
第
一
項
の
督
促
状
は
、
課
徴
金
の
納
付
の
督
促
を
受
け
る

者
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
課
徴
金
及
び
延
滞
金
を
納
付
す
べ
き
場
合
の
充
当
の
順
序
）

第
二
百
四
十
九
条
の
六

法
第
七
十
五
条
の
五
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
滞
金
を
併
せ
て
徴
収
す
る
場
合

に
お
い
て
、
事
業
者
の
納
付
し
た
金
額
が
そ
の
延
滞
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
課
徴
金
の
額
に
達
す
る
ま

で
は
、
そ
の
納
付
し
た
金
額
は
、
ま
ず
そ
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
課
徴
金
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
課
徴
金
納
付
命
令
の
執
行
の
命
令
の
方
式
等
）

第
二
百
四
十
九
条
の
七

法
第
七
十
五
条
の
五
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
納
付
命
令
の
執
行
の
命
令

は
、
文
書
を
も
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

２

前
項
の
命
令
書
の
謄
本
は
、
課
徴
金
納
付
命
令
の
執
行
を
受
け
る
者
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
章

指
定
薬
物
の
取
扱
い

第
十
二
章

指
定
薬
物
の
取
扱
い

第
二
百
四
十
九
条
の
八
〜
第
二
百
四
十
九
条
の
十
三

（
略
）

第
二
百
四
十
九
条
の
二
〜
第
二
百
四
十
九
条
の
七

（
略
）

（
収
去
証
）

（
収
去
証
）

第
二
百
四
十
九
条
の
十
四

薬
事
監
視
員
又
は
麻
薬
取
締
官
若
し
く
は
麻
薬
取
締
員
は
、
法
第
七
十
六
条
の
八
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
薬
物
若
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
物
品
又
は
指
定
薬
物
と
同
等
以
上
に
精
神
毒
性
を

有
す
る
蓋
然
性
が
高
い
物
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
物
品
を
収
去
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
相
手
方
に
、
様
式

第
百
六
の
三
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
四
十
九
条
の
八

薬
事
監
視
員
又
は
麻
薬
取
締
官
若
し
く
は
麻
薬
取
締
員
は
、
法
第
七
十
六
条
の
八
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
薬
物
若
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
物
品
又
は
指
定
薬
物
と
同
等
以
上
に
精
神
毒
性
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
い
物
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
物
品
を
収
去
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
相
手
方
に
、
様
式
第

百
六
の
二
に
よ
る
収
去
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
二
百
六
十
四
条

（
略
）

第
二
百
六
十
四
条

（
略
）

２

法
第
八
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
二
条
（
第
三

号
及
び
第
四
号
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第

七
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は「
第
八
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」

と
、「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
医
療
機
器
等

適
合
性
調
査
」
と
、「
様
式
第
二
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
百
十
三
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は

「
医
薬
品
医
療
機
器
等
適
合
性
調
査
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」と
あ
る
の
は「
第

２

法
第
八
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
二
条
（
第
三

号
及
び
第
四
号
を
除
く
。）の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第

七
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は「
第
八
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」

と
、「
こ
の
章
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は
「
医
薬
品
医
療
機
器
等

適
合
性
調
査
」
と
、「
様
式
第
二
十
五
」
と
あ
る
の
は
「
様
式
第
百
十
三
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
六
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、「
医
薬
品
等
適
合
性
調
査
」
と
あ
る
の
は

「
医
薬
品
医
療
機
器
等
適
合
性
調
査
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
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